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　【日検協会】
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５月１３日（月）１４：００～１６:００　第８回　検数労連１９春闘交渉


日検協会：定昇平均２，４８３円＋ベア平均２，５１１円


全日検：分母１５５時間に改善。ベア回答については鋭意検討中・・・。


両協会に対し、要求に沿った修正回答と回答提示を強く求める！


























　１９春闘中央港湾団交が


制度賃金の統一回答問題と事前協議問題　を『小団交』という形で継続協議することを確認し一応の区切りを見せたことで、組合は両協会に対し有額回答の提示を求めて第８回検数労連１９春闘交渉を行いました。


【日検協会】


　これまでの間、有額回答の提示に向けて様々な角度からの検討を行ってきた。回答構築にあたって、日検協会の現状は３年連続減益となっており厳しい状況となっている。























































































































《日検協会有額回答》


　2０１９年３月31日以前に採用した職員の賃金引き上げに関し、次のとおり回答する。





1．本　給


（1） 定期昇給           （平均２，４８３円）


　①  １９才から５５才まで      ２，５００円とする。


　②　５６才から５９才まで      ２，０００円とする。


（２）定率昇給　　　　　　（平均２，５１１円）


　　　１９才から５９才まで　　　２０１９年３月３１日時点の本給に１．３％を乗じた額とし、１０円未満が生じた場合はこれを切り上げる。


（３）その他


　　　年齢は２０１９年４月１日現在の満年齢とする。





２．時間外基礎分母


　　現行１５５時間を１５４時間とする。





３．２０１９年度初任給


　　１５２，０００円とする。





４．実施期日


　　協定時に在籍している者を対象とし、２０１９年４月


　　１日より実施する。


以上

































































～第８回検数労連１９春闘交渉経過～





そのような状況下ではあるが、従業員の日々の努力と生活基盤の確立のために賃上げは必要との見地に至った。


　定期昇給の年齢区分による回答については、１０春闘から回答している。


回答区分の理由としては、家族手当（子女）の関係で区分している。


平均すると５６才以上から家族手当の対象となる子女が外れる事が多い関係で５５才を境に区切っている。


　ベア回答にあたる『定率昇給』について、これまでの春闘ではベア回答
















































































































































































































































































部分については全職員一律での回答をしてきたが、この回答方式だと若手の職員には厚い回答となるが、ベテランの職員に対しては薄い回答となってしまう。また、組合が主張している『勤続に対する評価』を加味したうえで、今春闘では本給に一律のパーセントを足す方針での回答を構築した。


このような回答方式にすることにより、勤続年数による評価も包括することになることから定昇プラス定率の有額回答を構築した。なお、定率昇給部分は従来のベースアップ部分との考え方である。












































































































































































































































【全日検】


　１９春闘中央港湾団交が一応の区切りを迎えた中ではあるが、今春闘では企業内課題として労使協議した結果、職員Ａの住宅手当を１００％本給に組み入れたことなどから、想像以上の原資を使うことになる。そのような中での賃上げ回答となるが、労組要求に応えるべく、回答を再構築している最中である。しかしながら、本日時点で出来る回答として、時間外基礎分母現行１５６時間を１ポイント改善させ、１５５時間とすることだけは回答する。最終的な有額回答については今しばらく時間をいただきたい。





【組合主張】


　組合は両協会の回答を受け休憩を挟み回答を検討した結果、次のとおり主張を行い、次回交渉までに日検協会については労組要求に沿った修正回答を、全日検については有額回答と提示を求めました。


日検協会については労組要求に沿った修正回答を、全日検については有額回答と提示を求めました。





【日検協会に対して】


①定率昇給（本給に１．３％乗じた額）については、昨


春闘において議事録確認


した『平成３１年度以降の









































































































































































































































次回：第９回検数労連１９春闘交渉　5月１６日（木）１０時～


引き続き要求に沿った回答を求めて交渉します！





賃金引上げについては、定昇・一律を基本に回答する』との回答になっておらず、不満である。次回交渉では、要求に沿った回答を示すこと。


②時間外基礎分母の１ポイント減（１５４時間）については、前進回答として受け止める。


③現行初任給１５万１０００円から１０００円アップさせたことは、前進回答と受け止める。





【全日検に対して】


　前回交渉（４月２３日）以降、今日まで充分検討する時間がありながらも、時間外基礎分母、定期昇給以外の賃金引上げ回答の提示がされなかったことは、大いに不満である。次回交渉では、要求に沿った回答を示すこと。









































































































































































































































　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


